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はじめに 

図書館は、地域の住民にとって最も身近な存在であり、「生きがい」や「こころの豊か

さ」を得ることを支援する生涯学習の中核施設、地域の課題解決のための支援拠点でも

あり、町民のニーズの多様化に対応していく上でますます重要な役割が求められてきて

おります。 

  しかしながら、現状の町立図書館は、老朽化や施設の狭さに伴う利用者の不便さなど

の課題を抱えており、平成 18 年度には庄内町立図書館建設整備検討会において、庄内町

にふさわしい規模と特色を持った新しい図書館のあり方が報告され、早急に新図書館建

設が求められているところです。 

それらを踏まえ、庄内町立図書館協議会は、昨年度庄内町立図書館長より「新しい図書

館の建設場所について」の諮問を受けました。 

 

１ 検討の視点 

  新しい図書館の建設場所を検討していくために、はじめに県内の図書館の立地状況を

アンケートにより調査しました。また、現在の図書館利用データ等を通して現状の利用

状況を把握し、求められる立地条件を模索しました。更に、これまでの町の情勢を踏ま

え、建設場所の選択肢として、①「現在の図書館周辺」②「ＪＲ余目駅周辺」③「文化

の森構想における響ホール周辺」と 3 箇所程度が想定されること等、町民にとっての利

便性、利用率の拡大、それぞれの利点等を考慮しながら、建設場所について基本的な考

え方を整理しました。 

 

①現在の図書館の利用状況 

現在の図書館は、町の中心市街地の区域に位置し、隣接して役場庁舎、保健センタ

ー、すぐ近くに余目中学校、また余目第一小学校、余目第二小学校、余目第三小学校、

庄内総合高校などの学校施設が、それぞれおよそ約 1.5km～3km 以内という近距離に

あります。駐車場も、専用駐車場の他に役場西庁舎駐車場も利用できます。 

来館者数について居住地エリアを平成２０年度貸出し冊数で見た場合、図書館に近

い余目第一学区 26.1％、余目第二学区 21.4％、余目第三学区 19.7％で約 67.2%を占め、

続いて余目第四学区は 12.1％、立川地域 9.9%、町外 10.8%の利用状況となり、同じく

貸し出し人数でも余目第一学区 26.3％、余目第二学区 20.5％、余目第三学区 20.5％で

約 67.3%を占め、続いて余目第四学区は 11.6％、立川地域 9.9%、町外 11.2％となって

います。 

図書館に近い小･中学校の生徒たちの利用や、人口が多くかつ図書館に比較的近い地

域の利用が多いことが伺えます。しかしながら、立川地域においては分館はあるもの

の、それが地域の利用者の増加に結びついていない状況にあり、今後分館や遠隔地に

おいて利用拡大につながるサービスを推進する必要があります。 
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これらのことから、現状の図書館は、第一学区、第二学区、第三学区などの地域の

みなさんにとっては、徒歩でも自転車でも気軽に立ち寄ることができ、利用しやすい

場所といえます。ただし、庄内町は細長い地形であることから、町の全域において利

用できる環境を整備するには、課題があるのが実状です。 

 

②県内の図書館の立地状況 

県内の全図書館 35 施設（図書館 21 館、公民館図書室 14 室）に図書館の立地状況に

ついてアンケートをお願いしました。31 施設から回答をいただいたところ、町の中心

地に設置されている施設は 24 に上り、近くに小学校・中学校や高校があるところが多

く、児童生徒が利用しやすい立地状況であることが伺えます。また、駅周辺が 2 施設、

その他郊外など 5 施設となっています。更に、図書館が単館でなく複合施設の中に位置

づけされている箇所が多い傾向も見られました。 

 

２ 新図書館の望ましい立地条件 

  利用効率の良い施設であるためには 

① 子どもからお年寄りまであらゆる世代が利用する施設のため、町民が気軽に立ち  

寄れわかりやすい場所にあること 

② 交通アクセスが便利で安全なところ 

③ 周辺地域への利用を広げるために、広い駐車場が確保されていること 

④ 住民の生活動線から近いところであること。(役場や学校等の公共施設及び日常生活

の買い物できる商店街など地域の人たちが集まりやすい場所) 

① 発展が期待される将来性のあるところ 

 

３ 検討状況 

  想定される場所について、利用率、交通アクセス、駐車場の確保、住民の生活動線、

将来性の観点から検討し、望ましい立地条件を次のようにまとめました。 

①現在の図書館周辺 

現状の図書館の利用状況から、小学校（余目第一、第二、第三）や余目中学校など

の学区や学校施設が近距離にあることから、児童生徒が徒歩や自転車でも来ることが

できる利用しやすい場所と認識しています。また、役場や保健センターなどの公共施

設が隣接、銀行や農協・商工会・商店街などが周辺にあることから、住民が集まりや

すく幅広い年代の方々が気軽に立ち寄れる場所にあると感じます。 

交通アクセスについては、町内外に勤務の方、遠隔地からの利用や親子連れなど自

動車で利用の場合、図書館専用駐車場が満車であれば役場西庁舎駐車場のスペースを

共有という形で利用できます。ただし、休日や平日でも町の行事等により満車で駐車

できない場合も多々あります。 
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また、余目駅から現在の図書館までは約 2ｋｍ程の距離があることから、駅を利用す

る高校生などには、遠くて不便という印象を受けます。 

更に、庄内町中心市街地活性化計画において、街中に人が集まる仕組みづくりや商

店街の活性化を推進していく観点からみた場合は、図書館が中心市街地の区域に存在

することにより、人の動きが活発化し新たな展開も予想されるのではと考えられます。 

なお、内藤秀因水彩画記念館については、これまでと同様、図書館に併設の形が、

運営・管理・利用双方の面で望ましいと考えられるものの、今後の図書館建設とあい

まって重要な課題であると認識しています。 

但し、「庄内町立図書館建設整備検討会報告書」では、新しい図書館は、2,000 ㎡を

上限に平屋建てが望ましいという考えが出されております。現在の図書館周辺とした

場合、用地面積等も考慮しながら、2 階部分も視野に入れた検討を加えていく必要があ

ります。 

   

②余目駅周辺 

駅周辺への建設を想定した場合、乗り降りする町外の高校生や駅を使う人たちの利

用は現状よりは増えると予想されますが、現在図書館を利用している小・中学生が放

課後利用する場合や通常の利用状況から見た場合においては、現在の図書館周辺より

は利用率は減少するのではと推察されます。広い駐車場についても、場所の確保とい

う面では課題があるといえます。 

新産業創造館整備事業を中心とした中心市街地の活性化との関連については、これ

まで具体的な話し合いになっていないこともあり、現段階では言及できない状況です。 

   

③響ホール周辺 

響ホール周辺に図書館が建設された場合は、中心市街地活性化の区域からははずれ

ますが、敷地面積や駐車場において広い面積が確保されるだろうという利点が挙げら

れます。なおかつ「文化の森整備構想」に示されているように、文教施設の集中化が

図られ、利便性という意味でも望ましいところといえます。また、立川地域の利用者

にとっては、現在の図書館周辺でも響ホール周辺でも、交通手段は車となるため、距

離感や利便性については変わらない状況であるといえます。 

また、高規格道路の進捗状況や住宅地としての整備面などにおいて、将来性が期待

される地域と予想されますが、今後どのような展開がされるか不透明な状況にあり、

現時点では先を見通すことが難しいと感じています。 

更に、人口の密集している地域からの利用を考えた場合、徒歩や自転車では遠くな

り、自動車での利用に頼らざるを得なくなりますので、小･中学生の利用が落ちること

が予想されます。 
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４ 検討結果 

以上のことから、現在の図書館を取り巻く状況を踏まえ、現時点においての考え方と

して、新しい図書館の建設場所は①の現在の図書館周辺がより望ましいと考えます。そ

の場合、建設時の図書館の移設場所や移設の規模・方法等の検討・移設費用の発生が考

えられますので、さらなる検討が必要になると思われます。 

 

おわりに 

平成 18 年度に開催された「庄内町立図書館建設整備検討会」では、おもに新しい図書

館の機能面や特色面について検討されました。その中で、新しい図書館に求められる特色

部分として、子育て支援機能について指摘されております。また、町の施策でも、子育て

支援や教育の充実は特に力を入れております。 

  図書館の形態についても、単館なのか複合なのか、複合の場合何とどう組み合わせる

のかを町づくりの大きなビジョンの中で検討を加え決定していく必要があります。図書

館に対する町民の声の反映も含め、行政の課を横断した検討･取り組みが求められます。  

 

 

庄内町立図書館協議委員会委員 

 

委員長  小野寺 姫 館  

副委員長 池田 孝一 払田 

委員   鈴木 健 余目第三小学校 

委員   上野 絹子  茶屋町 

委員   村上 純子  和光町 

委員   日野 淳   常万 

委員   小野寺 博  荒鍋 

平成 22年 4月 1日から 

委員   本田  淳  余目第三小学校 

委員   齋藤 すぎ  川端 

 

会議開催状況 

  【第 1 回】 平成 21 年 5 月 22 日（木）庄内町立図書館 2 階自習室 

        出席委員 6 名  

        委嘱状交付 委員長、副委員長の選任 

        図書館建設の今後の方向性について協議 

【第 2 回】 平成 21 年 7 月 29 日（水）庄内町立図書館 2 階自習室 

        出席委員 7 名  
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        諮問事項 新しい庄内町立図書館の建設場所について協議 

【第 3 回】 平成 22 年 2 月 23 日（火）庄内町立図書館 2 階自習室 

        出席委員 5 名  

       新しい庄内町立図書館の建設場所について（答申案）協議 

【第 4 回】 平成 22 年 5 月 20 日（木）庄内町立図書館 2 階自習室 

        出席委員 6 名  

        新しい庄内町立図書館の建設場所について（答申案）協議 

 

 

参考資料 

①県内図書館の場所等に関するアンケート調査票まとめ 

②庄内町立図書館利用データ 

③庄内町立図書館建設整備検討会報告書（平成 19 年 3 月） 

 

 


